
令和５年度　江戸川区立葛西中学校　学校関係者評価　年度当初・中間報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書科に取り組み、図書館の活用において、保護
者アンケートの肯定的意見７０％以上。

・夏休みにPTAと連携した防災体験教室を夏休みに
実施

・実施後のアンケートにおいて、肯定的な意見８０％
以上

・１１月に、全校生徒対象に、生徒が楽しむことがで
きる、鑑賞もしくは体験活動を実施する。

・実施後のアンケートにおいて、肯定的な意見８０％
以上

特色ある教育の
展開

学力の向上

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

＜心を育む教育の充実＞
鑑賞を通して、豊かな心の育成

子どもたちの健
全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・hypaer-QUの活用

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校（園）ホームページの充実等
・学校（園）公開の実施・充実

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価の実施

・不登校生徒等、なかなか教室に入ることができない
生徒に対して、別室登校、学校サポート教室等の外
部機関への通室など普通教室以外への登校を、
SC、SSW等と速やかに連携し円滑に進める。

・hypaer-QUを年2回実施する。調査結果をもとに、
外部講師を招き、よりよい学級づくりのための研修を
実施し、学級の改善を図る。

・不登校生徒において、改善傾向を示す生徒５０％
以上。

・2回目のhypaer-QUにおいて、改善傾向の示す学
級70％以上。

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に応じた指導
の実施・充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・「ユニバーサルデザインの視点を授業にどのように
とりいれるか」を狙いとした研修を実施。
・特別支援コーディネーターが特別支援専門員、心
理士、SCとの連携を強化し教育相談委員会を通し
て、エンカレッジルームの活用を促進する。

・特別支援教育に対する保護者の学校評価アン
ケートにおいて肯定的意見、８０％以上

・年3回の学校評議員会において学校関係者評価の
内容の検討、改善を図る。

・学校関係者評価の内容に関して、肯定的意見８０
パーセント以上。

＜防災教育の充実＞
災害発生時の対応の場合の共助の心の育成

・学校日記や学校の情報を積極的にホームページ
で発信し、随時更新する。
・年４回の土曜日の学校公開、各行事は感染症対策
を実施しながらも、入場人数の制限を設けないで実
施する。

・保護者アンケートにおいて、開かれた学校の項目
の肯定的な意見、８０％以上を。

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・基本の確実な習
得、家庭学習習慣に対しての学校の組織的な対応による取
組の実施・充実

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実
＜図書館の活用の更なる充実＞
・図書館の活用の充実

・校内研修（都教委訪問等）等において、全教員が
一人一回以上、研究授業を実施。
・学力に課題のある生徒に対して、学習習慣を身に
付けさせるために、補習教室の委託会社トライと連携
を強化し、年間を通して、補習教室の出席率を向上
させる。

・生徒授業評価において、「分かる授業の設問」にお
いて、肯定的意見が８０％以上。
・参加生徒において、出席率８０％以上。

・年間を通して、体育の授業において、5分の補強運
動と３分のランニングを実施する。
・昼休みの「外遊び」の奨励

・生徒授業評価アンケートにおいて、「自分が体力が
ついた」と考える生徒７０％以上

体力の向上

学校教育目標
「豊かな心」
・自ら進んで学ぼう　　・責任を果たそう　　・健康な生活を送ろう

・保護者にとって、子どもを通わせてよかったと思える学校
・「確かな学力」「豊かな心」「健康な体」をバランスよく備えた生徒
・人権尊重の精神に富み、自身の職務に専念し、生徒・保護者から信頼される教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞・各行事においては、昨年度は感染対策を実施しながら、すべての行事を実施することができた。
　           ・学習タブレットを活用した授業も、学校全体で軌道に乗り、活用する授業も非常に多くなった。
＜課題＞・コロナ対策による影響か、不登校生徒の人数が非常に多くなっている。学校の求心力を高め、不登校の生徒数を減少させること。
 　　　　　  ・ICTの活用は、授業だけでなく、校務にも積極的に活用し、働き方改革につなげていくこと。

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 年度末に向けた

改善策
＜取組項目＞　・評価の視点

＜運動意欲や基礎体力の向上＞

・各学年において、読書紹介や新聞づくりなどに向
けて探求的活動を行い発表を行う。年１回以上実施
する。作成した作品を、調べる学習コンクール、読書
科コンクールに出品する。
・学校司書による、学校図書館の整備と開放と学校
応援団によるボランティアの企画と整備


